
 

 

2/29（木）学校朝会  

 来年度の前期児童会役員の任命を行いました。※任命された児童会役員は、160号に掲載しました。

来年度、この「蒲西号」を引っ張っていくエンジンとなる皆さんです。そこで、校長先生からのお願

いです。まず、児童会役員の皆さんが、笑顔で元気に生活を楽しんでください。元気よく返事をしま

しょう。進んで気持ちの良いあいさつをしましょう。笑顔や元気は、必ずみんなに伝わります。 

そして、他のみんなは、「協力」というエネルギーをいっぱいあげてください。エネルギーが無けれ

ば、エンジンは動けません。みんなの「協力」というエネルギーで、「蒲西号」は、元気いっぱいに動

き出します。すると、きっともっとステキなことがたくさん起こります。 

さて、これは「心のバトン」です。６年生の皆さんは、

昨年度の卒業生から「心のバトン」を受け取り、蒲西号を

引っ張ってくれました。5 月には、これまでコロナででき

なかったこともなくなり、やっといろんなことがふつうに

できるようになりました。児童会の企画、委員会活動、な

かよし遊び、なかよしお話会、なかよし掃除、運動会や七

夕集会・やきいも集会などの行事。 

この 1年間、児童会スローガン「輝け～みんなが主役 

ガマ星ファミリー～」を掲げて活動してきました。そし

て、カッコいい姿をたくさん見ることができました。 

ここで、児童会長の６年康喜さん、来年度前期児童会長

の５年佑菜さんに前に出てきてもらいました。 

今、リレーでいうと、「バトンゾーン」に入っています。バトンゾーンは、「心のバトン」を受け取

る前の「心の準備期間」です。このバトンゾーンの間に、6年生から「心のバトン」を受け取る「心

の準備」をしてください。これまで見てきた６年生の姿から、最高学年になるとはどういうことか、

「心のバトン」を受け取るとはどういうことか、一人一人が考えてくださいね。 

「心のバトン」は、いよいよ 3月１４日に渡されます。 

１～４年生の皆さんは、１年のまとめや振り返りをしっかりして、

1つ上の学年に上がる準備をしてください。よろしくお願いします。 

🌸がんばるひじりっ子～表彰の記録～🌸 
○「令和５年度 かきぞめコンクール」【奨励賞】３年 河井 愛来 

○「第 51回人権を理解する作品コンクール」愛知県大会書道の部【佳 作】５年 足立 奈々恵 

                     豊橋協議会書道の部【奨励賞】５年 足立 奈々恵 

                              【奨励賞】３年 河井 愛来 

                          標語の部【奨励賞】６年 足立 琴 

○「第 39回蒲郡俊成短歌大会」市内小中学生の部 

【最優秀賞】４年 本多 世奈 「秋になり 赤や黄色に そまりゆく 山が遠くを 見ているみたい」 

※本多 世奈さんは、4/29に行われる「蒲郡俊成短歌大会」にて表彰されます。 

【入選】５年 河井 聖翔 「全員の リズムを作る 大だいこ 最後の音が ドーンとひびく」 

【佳作】３年 永島 叶琉 「スイミング 練習かさね がんばるぞ どんどん進む 海の向こうへ」 

 【佳作】６年 足立 知世 「東京で 外国人と 盛り上がり また会いたいと 思う秋の夜」 

                             『われら』の『わ』は『３わ』 

                             和・話・輪 
 

 

 

蒲郡西部小学校 校長室だより 

校 長 星 野 佳 子 

第 39(161)号  令和6年3月8日 

バトンゾーンに入り、地域や他校との交流 

 

 

 

hijirikko 

ハイ！  もうすぐバトンタッチ！ 



2/27（火）５年生 西部公民館にて琴を学ぶ  

 高学年の音楽の授業には、「日本の楽器のひびきと旋律の美しさを味わう」という内容があります。

実際に和楽器を体験できる機会は、なかなかもてないのですが、この度、５年生が山口先生と琴クラブ

の皆さんに教えていただくことができました。本当にありがとうございました。 

 一人一面
めん

を使っての体験は、少人数の蒲西小にしかできない貴重な機会です。 

山口先生からの琴の歴史、仕組み、楽譜などの説明の後、実際に「春の海」「さんぽ」などの曲を演奏

していただきました。子どもたちは、クラブの皆さんに「さくら さくら」を教えていただき、少し弾

けるようになりました。雅で美しい琴の音が、部屋いっぱいに響きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/28（水）６年生 中央小と交流会  

 6年生が、中央小に出かけて交流会を行いました。4つ

のグループに分かれての自己紹介と自己紹介クイズでは、

蒲西小 2名に対して、中央小は約 10名。最初は、中央

小のパワーにたじろいでいたようです。でも、だんだん緊

張もほぐれ、お互いのことをよく知ることができました。 

 最後に、蒲西小学習発表会を行い、ここでも「知ってほ

しいな！上ノ郷の歴史」を発表しました。 

上ノ郷の歴史クイズを楽しんだり、動画 

を見たりしたことで、中央小の子も上ノ 

郷の歴史に興味をもってくれたようです。 

また、大きい声で話さないと通じない 

ことも分かり、とてもよい経験になりま 

したね。4月、中学校での再会を楽しみ 

にしましょう！ 

【お琴の先生へ お礼の手紙】 

・琴を教えてくださってありがとうございました。最初の演奏はきれいで、琴でこんな曲がひけるのか

と思いました。そして、なぜ琴を「めん」と数えるのかふしぎでした。琴をひくのは、けっこうむず

かしくてびっくりしました。でも、ちょっとだけひけるようになったので、うれしいです。ありがと

うございました。（岩月 恵大） 

・先日は、琴のひき方などを教えてくださって、ありがとうございました。私は、琴をひいて「さくら 

さくら」がひけるか心配だったけど、琴の先生たちが、優しく教えてくださって、すごくほっとした

し楽しかったです。先生たちがいろいろな曲をひいていて、たくさんの人数でも音がそろっていてす

ごいなと思ったし、私ももっと琴をひきたいなと思いました。（永島 杏奈） 

・先日は、琴のことをたくさん教えていただき、ありがとうございました。琴については、知らないこ

とばかりで、とても勉強になりました。げんを押しながらひくところが、とてもむずかしかったけ

ど、うまくやる方法を教えてもらったらうまくできたので、もっといろんなやり方もやってみたいな

と思いました。（大森 晴太） 


